
震
度
７
を
２
回
も
記
録
し
た
熊

本
地
震
は
、
そ
の
後
も
余
震
が

続
き
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

幕
別
町
に
も
活
断
層
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
熊
本
地
震
の
こ
れ
ま
で
に
な
い

特
徴
も
踏
ま
え
、
町
民
の
健
康
と
命
を

守
る
た
め
に
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
を
求
め
、
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
防
災
計
画
の
見
直
し
の
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

(2)
避
難
行
動
要
支
援
者
情
報
の
消
防
署

や
自
主
防
災
組
織
と
の
共
有
化
は
。

(3)
食
料
備
蓄
数
に
つ
い
て
今
後
の
対
策

は
。

(4)
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
の
進
ま
な

い
公
区
へ
の
促
進
は
。

(5)
冬
場
の
屋
外
に
あ
る
緊
急
避
難
場
所

(

１
次
避
難
場
所
）
の
あ
り
方
。

(6)
避
難
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て
。

(7)
福
祉
避
難
所
の
設
置
と
避
難
所
で
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て
。

(8)
住
宅
無
料
耐
震
化
診
断
の
実
績
向
上

と
家
具
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て
。

(1)
熊
本
地
震
は
、
観
測
史
上
、

過
去
に
例
の
な
い
事
象
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
事
象
を
踏
ま
え
、
な

お
一
層
の
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
国
や
道
の
動
向
を
注
視
の
上
、

必
要
に
応
じ
て
防
災
計
画
を
見
直
し
て

い
き
た
い
。

(2)
関
係
機
関
と
平
常
時
か
ら
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
は
、
要
支
援
者
か
ら
の
同
意
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
名
簿
の

精
査
を
進
め
、
順
次
同
意
を
得
た
上
で

関
係
機
関
に
名
簿
を
提
供
し
、
要
支
援

者
の
避
難
支
援
に
つ
い
て
の
実
効
性
を

高
め
て
い
き
た
い
。

(3)
今
後
、
備
蓄
計
画
の
策
定
に
伴
う
数

量
の
増
加
や
人
口
配
分
を
考
慮
し
、
集

中
備
蓄
倉
庫
と
し
て
、
本
町
地
区
は
旧

中
央
会
館
跡
地
に
、
札
内
地
区
は
札
内

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
整
備
し
、

さ
ら
に
分
散
備
蓄
倉
庫
と
し
て
札
内
南

地
区
、
札
内
北
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
整
備

を
検
討
し
て
お
り
、
地
区
人
口
に
応
じ

た
適
正
な
備
蓄
数
を
確
保
し
て
い
く
。

(4)
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
５
カ
年
計
画
で
実
施

す
る
防
災
訓
練
や
公
区
長
会
議
な
ど
の

機
会
を
捉
え
、
未
組
織
公
区
に
対
し
働

き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
農
村
部
は

広
範
囲
で
隣
家
ま
で
の
距
離
が
遠
い
と

い
う
地
域
性
を
考
慮
し
、
情
報
伝
達
や

安
否
確
認
な
ど
を
主
に
担
っ
て
も
ら
う

形
で
の
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

(5)
積
雪
寒
冷
期
の
避
難
に
つ
い
て
は
、

屋
外
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
経
由
す

る
こ
と
な
く
、
直
接
「
指
定
避
難
所
」

へ
避
難
し
て
も
ら
う
よ
う
、
公
区
や
自

主
防
災
組
織
等
と
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。

(6)
１
次
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

に
実
施
す
る
「
札
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

と
「
幕
別
消
防
署
糠
内
分
遣
所
」
の
改

築
を
も
っ
て
、
旧
耐
震
基
準
の
建
物
が

全
て
更
新
さ
れ
、
耐
震
性
の
確
保
が
図

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
地
震
時
に
お
け
る
第
２
次
避

難
所
は
、
全
て
の
施
設
で
耐
震
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。

(7)
要
配
慮
者
も
含
め
て
、
初
動
で
は
１

次
避
難
所
に
避
難
し
て
も
ら
い
、
そ
の

後
、
災
害
状
況
や
避
難
期
間
等
を
勘
案

し
、
要
配
慮
者
が
介
護
や
健
康
相
談
等

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
一
定
の
配
慮
が

さ
れ
た
エ
リ
ア
や
施
設
を
確
保
の
上
、

「
福
祉
避
難
所
」
と
し
て
開
設
す
る
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
防
災
備
蓄
計
画
で
は
、
生

命
の
維
持
や
必
要
最
低
限
の
生
活
用
品

の
確
保
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
の
対
応
は
安
全
の
確
保
を
優
先

し
、
避
難
所
収
容
人
数
や
必
要
ス
ペ
ー

ス
が
把
握
さ
れ
た
後
に
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

や
板
な
ど
の
物
資
も
必
要
に
応
じ
手
配

し
て
い
く
。

(8)
住
宅
無
料
耐
震
化
診
断
に
つ
い
て

は
、
７
月
号
の
広
報
で
再
度
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
て
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　

家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
に
全
戸
配
布
を
し
た

「
防
災
の
し
お
り
」
の
中
で
掲
載
し
て

お
り
、
防
災
訓
練
や
出
前
講
座
な
ど
を

通
じ
て
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

答問
農
村
部
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
名
簿

の
共
有
化
と
共
に
実
効
性
を
高
め
て
い
き
た
い

自
主
防
災
組
織
の
推
進
と
避
難
行
動
要
支
援
者
の

情
報
共
有
化
に
つ
い
て
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